
市公式Facebook
市内での出来事や
市に関する情報を
紹介します

市公式Instagram
人や風景写真など
を通して魅力を発
信します

市公式LINE
イベント情報や防
災・気象情報をお
届けします

新しい生活様式の実践を

「アマビエ」ってなに？

新型コロナウイルス感染症

感染拡大防止特集
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今
年
の
2
月
頃
か
ら
急
速
に
感
染
が
拡
大
し
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、
世
界
中
の
国
が
影
響

を
受
け
ま
し
た
。
日
本
も
例
外
で
は
な
く
、
緊
急
事

態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、
各
所
で
混
乱
が
発
生
し
ま
し

た
。

　

南
丹
市
に
お
い
て
も
、
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
や
公
共

施
設
の
休
館
。
そ
し
て
、
市
立
小
中
学
校
の
休
校
な

ど
に
よ
る
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
不
安
や
負
担
は
と
て

も
大
き
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
も
あ
り
、
6
月
1
日
現
在
で
市
内

で
の
感
染
者
は
確
認
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
い
つ
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
て
も
お
か
し
く
は

な
い
状
況
が
今
な
お
続
い
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
、
正
し
い

手
洗
い
う
が
い
、
3
密
の
回
避
を
徹
底
す
る
こ
と
で

急
速
な
感
染
拡
大
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
分

が
感
染
し
な
い
た
め
に
、
何
よ
り
他
人
に
感
染
さ
せ

て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
今
こ
そ
市
が
一
丸
と
な
り
、
こ
の
現
状
を
乗
り

越
え
ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
の
協
力
で

乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
！
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緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
ま
し
た
が
、
有
効
な
ワ
ク

チ
ン
や
治
療
薬
が
で
き
る
ま
で
は
、
引
き
続
き
感
染
防
止

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

外
出
や
営
業
の
自
粛
要
請
が
緩
和
さ
れ
、
人
の
移
動
が

増
え
る
と
再
び
感
染
が
拡
大
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

再
び
の
感
染
拡
大
を
防
ぎ
、
社
会
・
経
済
活
動
を
維
持
す

る
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
感
染
予
防
に
努
め
、
社
会

「
新
し
い
生
活
様
式
」取
り
入
れ
ま
し
ょ
う

全
体
で
感
染
拡
大
防
止
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
日
常
生
活
と
感
染
拡
大
防
止
対
策
を
両
立

し「
新
し
い
生
活
様
式
」を
取
り
入
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
厚
生
労
働
省
が
公
表
し
た「
新
し
い
生
活
様

式
」の
実
践
例
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
実
践
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

「
ア
マ
ビ
エ
」
っ
て
な
に
？

　

上
の
ロ
ゴ
は
厚

生
労
働
省
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
防
止

を
目
的
に
作
成
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

ロ
ゴ
の
左
に
描

か
れ
て
い
る
生
物
は「
ア
マ
ビ
エ
」と
い

い
ま
す
。
ア
マ
ビ
エ
は
疫
病
の
流
行
を

予
言
し
た
と
さ
れ
る
妖
怪
で
、
病
気
が

流
行
し
た
際
に
自
身
の
姿
を
書
き
写
し

て
人
々
に
見
せ
る
よ
う
に
告
げ
、
姿
を

消
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
で

は
、
感
染
拡
大
防
止
を
祈
願
し
て
、
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

出
典
：『
肥
後
国
海
中
の
怪
』

（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
）



4広報なんたん6・7月号

　

外
出
や
営
業
活
動
の
自
粛
要
請
が

出
さ
れ
て
か
ら
、
飲
食
店
を
は
じ
め

と
し
た
商
工
業
者
は
大
き
な
打
撃
を

受
け
ま
し
た
。

　

南
丹
市
商
工
会
で
は
、
支
援
策
の

案
内
や
経
営
相
談
を
行
う
こ
と
で
、

商
工
業
者
へ
の
影
響
が
最
小
限
に
な

る
よ
う
に
奔
走
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
が
影
響
を
受
け
た
と
思
い
ま
す

が
、
特
に
影
響
が
大
き
か
っ
た
業
種
は
？

　

や
は
り
飲
食
業
で
す
。
会
社
の
歓
送
迎
会
の
時
期

で
し
た
が
、
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
そ
の

後
も
外
出
自
粛
や
営
業
時
間
の
変
更
な
ど
に
よ
る
売

り
上
げ
額
の
低
下
と
い
う
大
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。

　
飲
食
業
以
外
で
も
影
響
を
受
け
た
業
種
は
あ
り
ま

す
か
？

　

同
じ
よ
う
な
理
由
か
ら
、
宿
泊
業
も
大
き
な
影
響

を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
状
態
が
長
引
く
と

取
り
扱
う
商
品
に
も
よ
り
ま
す
が
、
製
造
業
に
も
被

害
が
及
ぶ
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
商
工
会
で
は
以
前
よ
り
経
営
相
談
窓
口
を
開
設
さ

れ
て
い
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
相
談
件
数
の
増
加
な

ど
の
変
化
は
あ
り
ま
し
た
か
？

　

相
談
件
数
は
５
倍
近
く
増
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、

相
談
内
容
も
以
前
は
販
路
拡
大
や
新
商
品
の
開
発
な

ど
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
は
補
助
制
度
の
相
談

が
多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
商
工
業
者
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
伝
え
た
い
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

　

商
工
会
で
は
商
工
業
者
の
皆
さ
ん
が
こ
の
先
も
運

営
し
て
い
け
る
よ
う
に
ス
タ
ッ
フ
一
同
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
き
ま
す
。
国
や
府
、
市
が
打
ち
出
し
て
い
る
補

助
事
業
の
案
内
も
し
て
い
ま
す
。
手
遅
れ
に
な
っ
て

し
ま
う
前
に
一
度
私
た
ち
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
現
在
の
危
機
は
今
後
の
経
営
の
チ
ャ
ン
ス
に
も

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
リ
ス
ク
に
対
応
で
き

る
体
制
づ
く
り
を
一
緒
に
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

今
の
現
状
が
い
つ
ま
で
続
く
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が

「
Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
コ
ロ
ナ
」社
会
を
乗
り
切
る
た
め
に
も
、

市
内
の
お
店
へ
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い

で
す
。

※�

集
合
写
真
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
配
慮
し
、
撮
影
し
て
い
ま
す
。

　

お
名
前
と
物
品
の
紹
介
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

寄
付
い
た
だ
い
た
物
品
に
つ
い
て
は
医

療
機
関
や
福
祉
施
設
な
ど
で
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

●
女
性
の
館

（
手
作
り
マ
ス
ク
）

●
ミ
ツ
フ
ジ

（
Ａ
Ｇ
マ
ス
ク
）

●
ナ
リ
ヅ
カ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
）

●
有
限
会
社
ク
レ
ス
ト

（
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
マ
ス
ク
）

●
野
中
組

（
不
織
布
マ
ス
ク
）

●
カ
ー
ド
ッ
ク
オ
ク
ム
ラ（不

織
布
マ
ス
ク
）

●
内
藤
建
築
事
務
所

（
不
織
布
マ
ス
ク
）

●
ボ
デ
ィ
シ
ョ
ッ
プ
セ
キ（不

織
布
マ
ス
ク
）

●
有
限
会
社
共
立
機
工

（
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
）

●
乾
容
工
業

（
エ
チ
ケ
ッ
ト
フ
ェ
イ
ス
カ
バ
ー
）

QQ

QQ

AAA

A
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●
八
木
町
農
業
公
社

（
手
作
り
マ
ス
ク
）

●
乾
容
工
業

（
エ
チ
ケ
ッ
ト
フ
ェ
イ
ス
カ
バ
ー
）

　

た
く
さ
ん
の
市
民
の
方
々
か
ら
も
不
織

布
マ
ス
ク
を
は
じ
め
と
し
た
感
染
防
止
グ

ッ
ズ
を
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
個
人
情

報
保
護
の
た
め
、
名
前
の
紹
介
は
伏
せ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

こ
の
春
か
ら
小
学
4
年
生
に
な
っ
た
吉
田
志
穂
ち
ゃ
ん（
9
）は
、
今
年

の
3
月
に
神
奈
川
県
か
ら
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。
4
月
の
入
学
式
に
出

席
し
た
の
み
で
以
降
、
休
校
措
置
の
た
め
学
校
へ
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、「
規
則
正
し
い
生
活
を
す
る
た
め
、
毎
朝
7
時
に
起
き
て
、
学
校
が

あ
る
時
と
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
す
。
お
父

さ
ん
も
今
は
テ
レ
ワ
ー
ク
の
た
め
、
仕
事
の
合
間
を
縫
っ
て
、
志
穂
ち
ゃ

ん
の
勉
強
を
み
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

南
丹
市
で
は
6
月
1
日
か
ら
学
校
が
再
開
さ
れ
る
こ
と
を
聞
い
た
志
穂

ち
ゃ
ん
は
、「
早
く
学
校
に
行
っ
て
、
友
達
を
つ
く
り
た
い
」と
話
し
、
お

父
さ
ん
は「
よ
う
や
く
学
校
が
始
ま
り
う
れ
し
い
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

は
一
旦
は
収
ま
っ
た
け
れ
ど
、
今
後
い
つ
ど
こ
で
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な

い
の
で
、
感
染
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

臨
時
休
校
中
の
様
子

支援施策をご活用ください

障害者社会参加支援事業

・内容
　市内で解説している上記対象者に対して令
和元年度の１人の月平均工賃×１/ ２以内で
上限５千円の助成金を交付します。

子育て世帯臨時特別給付金（市独自）給付事業

・内容
　令和２年６月分の児童手当・特例給付を
受給する方に対して、対象児童一人につき
１万３千円の特別給付金を給付します。

学校再開に伴う感染症対策・学習保障等支援
事業

・内容
　教育の機会を奪われている児童・生徒に、
家庭学習の支援として図書カードを配布しま
す。また、小中学校における学習保障にかか
わる物品を購入し、環境整備および学習支援
を行います。

売上激減店舗プレミアム商品券事業

・内容
　新型コロナウイルスの影響を受けた市内事
業者の早期の復旧と市内経済の活性化を目的
として南丹市オリジナルのプレミアム商品券
を発行します。

※上記以外にも多数の支援事業がございます
ので、市役所に問い合わせいただくか、市ホ
ームページにも掲載しておりますので、一度
ご確認ください。



企業会計（上水道事業）

一般会計 ≪歳出≫ ※ 繰越予算額を含む
※ 単位未満四捨五入

特別会計

　市民１人あたりに
　使われる市のお金

８２万円

市民１人あたりが負担
する税金（市税）

１３万円

１世帯あたりに使わ
れる市のお金

１８０万円 

１世帯あたりが負担
する税金（市税）

２９万円 

◆算出方法◆
市民（世帯）に使われるお金＝総予算 ÷ 人口（世帯数）
市民（世帯）が負担する税金＝市税予算 ÷ 人口（世帯数）
※令和２年３月３１日現在の
　人口　３１,３０３人　世帯数　１４,１９０世帯

地方交付税

市税

市債

国庫支出金

府支出金

繰入金

地方譲与税

その他

41億5,288万円
41億9,723万円（101.1%）

35億8,740万円
7億3,520万円（20.5%）

18億4,646万円（71.6%）
25億7,752万円

16億2,865万円
7億8,317万円（48.1%）

6億7,274万円
0円（0.0%）

2億3,478万円
2億3,478万円（100.0%）

29億1,992万円
27億9,269万円（95.6%）

予算額  　２５５億５,８３２万円
収入済額　203億7,396万円
収入率　　　　　　　79.7％

収入済額
予 算 額

（収入率）

民生費

総務費

教育費

公債費

 土木費

農林水産業費

消防費

その他

予算額　　２５５億５,８３２万円
支出済額　２08億6,364万円
支出率　　　　　　　81.6％

35億8,044万円

32億7,624万円

31億6,658万円

29億9,695万円（83.7%）

32億7,528万円（100.0%）

23億1,586万円（73.1%）

13億8,244万円

12億2,879万円

31億1,573万円

12億3,847万円（89.6%）

10億4,770万円（85.3%）

26億6,071万円（85.4%）

支出済額
予 算 額

（支出率）

 市民の皆さんの税金がどのように使われ、市の財政がどのような状況にあるのかを知って
いただくために年２回財政状況を公表しています。
 今回は、令和元年度予算の下半期の執行状況（令和２年３月31日現在）をお知らせいたし
ます。

皆さんが国に納めた税金の一部が、地方公共団体の財政状況に応じて配分されたものです。

社会福祉や児童福祉にかかる費用です。

市の全般的な仕事にかかる費用です。

学校の運営や教育の振興などにかかる費用です。

市債として借り入れたお金の返済にかかる費用です。

道路、橋りょう、河川、公園、住宅などの整備、維持にかかる費用です。

農林水産業の振興にかかる費用です。

消防や地域防災にかかる費用です。

議会費、商工費、衛生費などが含まれます。

皆さんから南丹市に納めていただいた税金です。

事業実施のために、国や金融機関から借り入れたお金です。

特定の事業実施のために、国から交付されたお金です。

特定の事業実施のために、京都府から交付されたお金です。

各種基金（市の貯金）を取り崩して使うお金です。

国に納められた税金の一部が一定の基準に応じて配分されたものです。

各種交付金、使用料及び手数料などが含まれます。

50億4,213万円（79.5%）

97億8,443万円（100.0%）

34億6,377万円
22億8,654万円（66.0%）

※ 繰越予算額を含む
※ 単位未満四捨五入

※ 繰越予算額を含む
※ 単位未満四捨五入

97億8,443万円

63億4,433万円

令和元年度予算執行状況

一般会計 ≪歳入≫ ※ 繰越予算額を含む
※ 単位未満四捨五入
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企業会計（上水道事業）

一般会計 ≪歳出≫ ※ 繰越予算額を含む
※ 単位未満四捨五入

特別会計

　市民１人あたりに
　使われる市のお金

８２万円

市民１人あたりが負担
する税金（市税）

１３万円

１世帯あたりに使わ
れる市のお金

１８０万円 

１世帯あたりが負担
する税金（市税）

２９万円 

◆算出方法◆
市民（世帯）に使われるお金＝総予算 ÷ 人口（世帯数）
市民（世帯）が負担する税金＝市税予算 ÷ 人口（世帯数）
※令和２年３月３１日現在の
　人口　３１,３０３人　世帯数　１４,１９０世帯

地方交付税

市税

市債

国庫支出金

府支出金

繰入金

地方譲与税

その他

41億5,288万円
41億9,723万円（101.1%）

35億8,740万円
7億3,520万円（20.5%）

18億4,646万円（71.6%）
25億7,752万円

16億2,865万円
7億8,317万円（48.1%）

6億7,274万円
0円（0.0%）

2億3,478万円
2億3,478万円（100.0%）

29億1,992万円
27億9,269万円（95.6%）

予算額  　２５５億５,８３２万円
収入済額　203億7,396万円
収入率　　　　　　　79.7％

収入済額
予 算 額

（収入率）

民生費

総務費

教育費

公債費

 土木費

農林水産業費

消防費

その他

予算額　　２５５億５,８３２万円
支出済額　２08億6,364万円
支出率　　　　　　　81.6％

35億8,044万円

32億7,624万円

31億6,658万円

29億9,695万円（83.7%）

32億7,528万円（100.0%）

23億1,586万円（73.1%）

13億8,244万円

12億2,879万円

31億1,573万円

12億3,847万円（89.6%）

10億4,770万円（85.3%）

26億6,071万円（85.4%）

支出済額
予 算 額

（支出率）

 市民の皆さんの税金がどのように使われ、市の財政がどのような状況にあるのかを知って
いただくために年２回財政状況を公表しています。
 今回は、令和元年度予算の下半期の執行状況（令和２年３月31日現在）をお知らせいたし
ます。

皆さんが国に納めた税金の一部が、地方公共団体の財政状況に応じて配分されたものです。

社会福祉や児童福祉にかかる費用です。

市の全般的な仕事にかかる費用です。

学校の運営や教育の振興などにかかる費用です。

市債として借り入れたお金の返済にかかる費用です。

道路、橋りょう、河川、公園、住宅などの整備、維持にかかる費用です。

農林水産業の振興にかかる費用です。

消防や地域防災にかかる費用です。

議会費、商工費、衛生費などが含まれます。

皆さんから南丹市に納めていただいた税金です。

事業実施のために、国や金融機関から借り入れたお金です。

特定の事業実施のために、国から交付されたお金です。

特定の事業実施のために、京都府から交付されたお金です。

各種基金（市の貯金）を取り崩して使うお金です。

国に納められた税金の一部が一定の基準に応じて配分されたものです。

各種交付金、使用料及び手数料などが含まれます。

50億4,213万円（79.5%）

97億8,443万円（100.0%）

34億6,377万円
22億8,654万円（66.0%）

※ 繰越予算額を含む
※ 単位未満四捨五入

※ 繰越予算額を含む
※ 単位未満四捨五入

97億8,443万円

63億4,433万円

令和元年度予算執行状況

一般会計 ≪歳入≫ ※ 繰越予算額を含む
※ 単位未満四捨五入

名　　　称 予  算  額 収入済額 収 入 率 支出済額 支 出 率
国 民 健 康 保 険 事 業 36億  275万円 31億5,459万円 87.6% 33億2,627万円 92.3%
介 護 保 険 事 業 43億2,447万円 35億5,551万円 82.2% 38億6,059万円 89.3%
市 営 バ ス 運 行 事 業 8,531万円 2,567万円 30.1% 7,842万円 91.9%
下 水 道 事 業 26億4,105万円 26億3,145万円 99.6% 24億4,290万円 92.5%
土 地 取 得 事 業 18万円 18万円 100.0% 18万円 100.0%
後期高齢者医療事業 4億9,304万円 4億4,910万円 91.1% 4億6,312万円 93.9%

区　　分 収入予算額 収入済額 収 入 率 支出予算額 支出済額 支 出 率
収益的 11億 524万円 10億9,146万円 98.8% 10億6,597万円 10億1,169万円 94.9%
資本的 2億3,649万円 1億3,838万円 58.5% 7億7,408万円 5億4,188万円 70.0%

7 広報なんたん6・7月号
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　5月12日、南丹市役所に八木せ
きれい西放課後児童クラブの児童
3名が、新型コロナウイルスの退
散を祈願した千羽鶴やメッセージ、
疫病から人々を守るとされるアマ
ビエ人形を木村教育長に手渡しま
した。
　また、5月25日には、版画作家と
して活動する園部中学3年の吉田
悠太さんから魔よけの神とされる
鍾
しょう

馗
き

像の版画を南丹市役所に寄贈
いただきました。吉田さんは、「版
画を見た人にとって、励ましにな
ればうれしい」と話していました。
当面、市役所の市民課前のロビー
に飾っていますので、ご覧にお越
しください。

　4月１０日、南丹市役所で「京都丹波もん」設立総会が
開催されました。
　「京都丹波もん」は市内の若手農業者が集まり設立さ
れた団体で、若手が協力し、新たな丹波ブランドの創
出や、販路の拡大を目指しています。
　設立総会は新型コロナウイルスの影響でビデオ通話
での開催となりましたが、画面を通して代表の堤さんか
ら「これから南丹市の農業を盛り上げていきたい」と力
強いあいさつがありました。

「
市
の
農
業
振
興
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
」

「
若
手
農
業
者
が
連
携
、

新
た
な
組
織
を
設
立
」

（
５
／
20
サ
ツ
マ
イ
モ
苗
の
定
植
）

（
４
／
10　
「
京
都
丹
波
も
ん
」
設
立
総
会
）

▲サツマイモ苗を植える吉田隊員

◀
画
面
越
し
で
あ
い
さ
つ
を
す
る
堤
代
表

▲木村教育長に千羽鶴を手渡す児童ら

▲作品を披露する吉田さん

「
子
ど
も
た
ち
が
コ
ロ
ナ
終
息
を
祈
願
す
る
」

（
５
／
12　

八
木
せ
き
れ
い
西
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
千
羽
鶴
の
贈
呈
、
５
／
25
園
部
中
学
生
版
画
の
寄
贈
）

　5月20日、南丹市地域おこし協力隊の吉田
隊員が美山町のほ場でサツマイモ苗の定植を
行いました。
　吉田隊員は福島県での大規模サツマイモ栽
培の経験もあり、独自で考えた方法で苗を植
えることで、収穫時のサツマイモの大きさや
1つの苗からとれる量などを調節していると
のことでした。
　サツマイモの苗は美山町と日吉町のほ場
で、30a合計約6,000本の苗を植えるとのこ
とです。
　収穫は8月のお盆あたりから始まるそうで
す。
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活
躍
す
る
南
丹
市
の
人
び
と

市
民
の
皆
さ
ん
が
活
躍
す
る
南
丹
市
に

。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

活
躍
さ
れ
る
市
民
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

「
み
ど
り
の
日
」自
然
環
境

功
労
者
環
境
大
臣
表
彰

内
久
保
環
境
・
史
跡
保
存
会

　

4
月
15
日
、
南
丹
市
美
山
町
内
久
保

の
住
民
で
構
成
す
る
内
久
保
環
境
・
史

跡
保
存
会
が「
み
ど
り
の
日
」自
然
環
境

功
労
者
環
境
大
臣
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

今
回
の
表
彰
は
、
同
保
存
会
が
平
成

15
年
1
月
に
設
立
以
降
、
京
都
府
レ
ッ

ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
に
絶
滅
寸
前
種
と
し

て
登
録
さ
れ
て
い
る
ベ
ニ
バ
ナ
ヤ
マ
シ

ャ
ク
ヤ
ク
の
保
全
活
動
や
地
域
の
歴

史
・
文
化
の
啓
発
、
登
山
道
や
滝
の
整

備
な
ど
、
貴
重
な
自
然
と
歴
史
文
化
の

保
全
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
こ
と
が

評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

現
在
で
は
、
8
0
0
0
本
以
上
が
生

育
す
る
に
ま
で
至
り
、
毎
年
、
春
秋
に

は
鑑
賞
会
を
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

内
久
保
環
境
・
史
跡
保
存
会
会
長
を

務
め
る
栢
下
壽
さ
ん
は
、「
地
域
一
丸

と
な
っ
て
保
全
活
動
を
続
け
て
き
た
成

果
で
あ
り
、
大
変
光
栄
に
思
う
。
こ
れ

か
ら
も
ベ
ニ
バ
ナ
ヤ
マ
シ
ャ
ク
ヤ
ク
な

ど
の
保
全
活
動
を
続
け
て
い
く
と
と
も

に
、
地
域
活
性
化
に
繋
げ
て
い
け
れ

ば
」と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

山
内
隊
員

℡
（
０
９
０
ー
６
９
１
６
ー
９
１
６
２
）

　

協
力
隊
４
期
の
山
内
で
す
。
市
内
の

空
き
家
を
有
効
活
用
し
、
地
域
活
性
化

に
つ
な
げ
る
た
め「
南
丹
空
き
家
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

現
在
、
Ｄ
Ｉ
Ｙ
を
学
び
た
い
と
い
う

方
と
一
緒
に
物
件
の
改
装
を
行
っ
て
い

ま
す
。
田
舎
へ
の
移
住
を
考
え
て
い
る

け
ど
、
１
人
で
は
な
か
な
か
踏
み
出
せ

な
い
と
い
う
若
者
向
け
の
家
に
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、空
き

家
を
改
修
し
た
自
宅
を
開
放
し
、
シ
ェ

ア
ハ
ウ
ス
の
運
営
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

１
軒
で
も
多
く
の
空
き
家
を
再
生

し
、
１
人
で
も
多
く
の
移
住
者
を
呼
び

込
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
空

き
家
を
お
持
ち
の
オ
ー
ナ
ー
様
や
移
住

希
望
の
方
は
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

南丹空き家再生プロジェクト 検  索

▲リフォーム後 ▲リフォーム中 ▲リフォーム前

▲原田事務局次長（左）栢下会長（中）西村市長（右）

▲内久保に群生するベニバナヤマシャクヤク

−11−
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南丹の景観ちょっと情報 景観の小窓

第 35 景

届
出
対
象
行
為
は
、
工
事

着
工
の
30
日
前
ま
で
に
届

け
出
を
！

美
山
町
地
域
で
、
建
築
物
の
建
築

や
工
作
物
の
建
設
、
土
地
の
形
質
変

更
、
土
石
な
ど
の
堆
積
を
行
う
場
合

に
は
、
着
工
す
る
30
日
前
ま
で
に
市

へ
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。
届
出
対

象
行
為
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
行
お
う
と
す
る
行
為
が
届

け
出
の
対
象
に
な
る
か
な
ど
、
ご
不

明
な
点
や
景
観
計
画
に
関
す
る
こ
と

は
、
地
域
振
興
課
ま
た
は
美
山
支
所

総
務
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
南
丹

市
に
関
わ
る
多
く
の
方
々
と
一
緒

に
、
優
れ
た
景
観
を
守
り
育
て
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

地
域
振
興
課

℡（
０
７
７
１
）６
８-

０
０
１
９

美
山
支
所
総
務
課

℡（
０
７
７
１
）６
８-

０
０
４
０

　【日吉町殿田　大
お む

向
か い

山
や ま

と天
あ め

稚
わ か

神社】
　道の駅『スプリングスひよし』に近接する日吉町殿
田から、大向山の端麗な山容を仰ぐことができます。
　桂川にかかる大向橋から辺りを見渡すと、大向山
の全貌や桂川の流れなど、おだやかな佇まいが広
がっています。
　また、大向山に天稚神社とよばれる神社が鎮座し
ています。境内は美しく整備されており、神社に祀ら
れる農業と林業の神様が、地域の暮らしを見守って
おられます。

大向橋から眺める大向山 大向橋より　桂川下流方面の景観

天稚神社（本殿） 天稚神社　境内の景観

日吉町 殿田
大向山
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▲�令和元年度集落の取り組み活動
報告会

▲日吉のシンボル日吉ダム

▲�昨年の集落支援事業キックオフ式の様子

　

本
号
か
ら
南
丹
市
内
で
展
開
さ
れ
て

い
る
地
域
活
性
化
の
活
動
を
紹
介
し
ま

す
。

　

人
口
減
少
と
過
疎
化
が
進
む
地
域
を

維
持
・
再
生
す
る
た
め
、
現
在
、
南
丹

市
で
は
集
落
支
援
員
を
６
名
配
置
し
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
支
援
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る

た
め
の
広
報
活
動
な
ど
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　

地
域
で
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
声
か
け
く
だ
さ

い
。

※�

今
年
度
の
集
落
支
援
員
に
よ
る
支
援
は
令
和
２
年
２
月
現

在
に
お
い
て
限
界
集
落
及
び
準
限
界
集
落
に
該
当
し
た
区

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
お
問
合
せ
先

　

集
落
支
援
員
室　

０
７
７
１

−

６
８

−
０
１
０
８

　

胡
麻
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、

日
吉
町
胡
麻
地
域（
胡
麻
郷
小
学
校
区
）

に
お
い
て
、
住
民
自
ら
の
手
で
ま
ち
づ

く
り
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
指

し
、
平
成
31
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
は「
自
慢
の
で
き
る
ま
ち

胡
麻
を
作
ろ
う
！
」で
す
。

　

昨
年
度
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

の
調
査
研
究
の
ほ
か
、
夏
祭
り
な
ど
子

供
向
け
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
男
の
料
理

教
室
、
ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の

事
業
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

胡
麻
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　

後
野
区
は
、
高
齢
化
率
が
66
％
を
超

え
て
い
ま
す
。
昨
年
度
か
ら
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
通
し
て
、
今
後
の
取
り
組
み

を
計
画
さ
れ
、「
花
い
っ
ぱ
い
の
後
野
」

を
め
ざ
す
た
め
、
京
都
府
立
植
物
園
を

視
察
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
全
世
帯
で
の
馬あ

酔せ

木び

な

ど
の
試
験
栽
培
、
後
野
の
知
名
度
ア
ッ

プ
の
た
め
の
地
名
看
板
の
設
置
を
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。

後こ

野の

区

▲�男の料理教室の様子

地
域
の
さ
ら
な
る
活
性
化
に
向
け
て

　

本
号
で
は
、
日
吉
地
域
で
行
わ
れ

て
い
る
地
域
活
性
化
の
活
動
を
２
件

紹
介
し
ま
す
。
日
吉
地
域
は
限
界
集

落
と
準
限
界
集
落
が
あ
わ
せ
て
29
集

落
あ
り
、
全
体
の
高
齢
化
率
は
41
％

で
す
。（
令
和
２
年
２
月
現
在
）

　
「
世
木
地
域
振
興
会（
世
木
）」、「
住

み
よ
い
む
ら
づ
く
り
協
議
会（
五
ケ

荘
）」、「
胡
麻
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議

会（
胡
麻
）」が
結
成
さ
れ
、
各
地
域
の

活
性
化
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

協
働
の
キ
ャ
ン
バ
ス

描こう
みんなで

52
「
南
丹
市
集
落
支
援
活
動
の
紹
介
」
日
吉
地
域
編



に写真を載せませんか？
イ　ン　ス　タ　グ　ラ　ム

「＃なんたんぐらむ」とタグ付けして投稿してください

登録はコチラから

※�タグ付けされた写真を広報
誌などで紹介させていただ
く場合があります。

あなたのイチオシを教えてください。
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—42—

問
い
合
わ
せ
先

南
丹
市
食
育
推
進
委
員
会

（
事
務
局
：
保
健
医
療
課
）

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
０
１
６

食
は
、

　
　
ひ
と
づ
く
り
、

　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り

毎
月
19
日
は「
食
育
の
日
」

〜
家
庭
で
も
食
育
に
取
り
組
も
う
～

　
毎
月
19
日
は
自
分
や
家
族
の
食
生
活

を
見
直
す
「
食
育
の
日
」
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

「
食
育
」
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験

を
通
じ
て
「
食
」
に
関
す
る
知
識
を
身

に
付
け
、
健
全
な
食
生
活
を
実
践
で
き

る
力
を
育
て
る
こ
と
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発

症
予
防
の
た
め
に
も
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
事
が
大
切
で
す
。
一
人
一
人
が
、
自

分
の
家
庭
の
食
事
を
見
直
す
大
切
な

「
日
」
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
南
丹
市
の
状
況
】

　
　

令
和
元
年
度
の
朝
食
を
ほ
ぼ
毎
日
食

べ
る
も
の
の
割
合
を
図
１
に
示
し
て
い
ま

す
。
１
歳
半
児
で
は
98
％
ほ
ぼ
全
員
が
食

べ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
小
学
５
年
生
で
89

％
、
中
学
２
年
生
で
79
％
、
20
～
39
歳
の

男
性
で
は
77
・
８
％
と
な
っ
て
お
り
、
働

き
盛
り
の
世
代
ほ
ど
朝
食
を
毎
日
食
べ
る

【
家
庭
で
で
き
る
「
食
育
」
】

　
　

家
庭
で
で
き
る
食
育
と
し
て
、
次
の

こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

□
一
日
三
食
き
ち
ん
と
食
べ
る
。

　

�

一
食
抜
く
と
、
そ
の
分
一
回
の
食
事

量
が
増
え
、
食
べ
過
ぎ
や
肥
満
、
生

活
習
慣
病
の
発
症
に
つ
な
が
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

□
バ
ラ
ン
ス
よ
く
栄
養
を
取
る
。

　
�

主
食
・
主
菜
・
副
菜
を
基
本
に
、
多

様
な
食
品
を
組
み
合
わ
せ
て
食
事
を

取
り
ま
し
ょ
う
。

□
ゆ
っ
く
り
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
。

　

�

噛
む
こ
と
は
消
化
吸
収
を
助
け
、
免

疫
力
も
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。

割
合
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
野
菜
の
摂
取
量
に
つ
い
て
、

図
２
で
示
し
て
い
る
成
人
の
食
事
診
断

の
結
果
で
は
、
国
が
推
奨
さ
れ
て
い
る

１
日
３
５
０
ｇ
以
上
摂
取
さ
れ
て
い
る

人
の
割
合
は
、
平
成
29
年
度
は
58
・
７

％
あ
り
ま
し
た
が
、
令
和
元
年
度
は
、

30
・
２
％
と
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

朝
食
を
抜
い
た
り
、
野
菜
摂
取
量
が

少
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
体
調
を

崩
し
や
す
く
な
っ
た
り
、
生
活
習
慣
病

な
ど
の
病
気
に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
一
人
一
人
が
、
健
康

的
な
食
生
活
を
実
践
す
る
「
食
育
」
が

大
切
と
な
り
ま
す
。

図１

図２

□
野
菜
を
栽
培
し
、
調
理
を
す
る
。

　

�

自
宅
で
育
て
た
野
菜
は
新
鮮
で
安
全

で
す
。
野
菜
を
育
て
る
こ
と
で
、
生

き
が
い
や
子
ど
も
の
野
菜
嫌
い
の
克

服
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
畑
が
な
い

方
も
庭
や
鉢
植
え
な
ど
で
野
菜
を
栽

培
し
、
収
穫
し
た
も
の
を
調
理
し
て
、

食
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

□�

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
「
い
た
だ

き
ま
す
」
「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
の
あ

い
さ
つ
を
す
る
。

　

�

食
べ
物
や
食
に
関
わ
る
人
々
に
感
謝

し
、
お
い
し
く
楽
し
い
食
事
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

一
つ
一
つ
の
積
み
重
ね
が
食
育
に

つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
食
を

振
り
返
り
、
健
康
な
生
活
を
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。
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〜
＋
10
分（
プ
ラ
ス
テ
ン
）か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
〜

̶98̶

お元気ですか？

保健師です。

よ
り
良
い
健
幸
は
口
か
ら
始
ま
る

～
８
０
２
０
を
目
指
し
て
歯
の
健
康
を
保
と
う
～

　
「
衣
食
住
」の
中
で
唯
一
、
欠
け
て
し

ま
う
と
生
き
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
が

「
食
」と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
食
」と
切
り
離
せ
な
い
の
が
歯
の
存

在
で
す
。
実
際
に
良
い
歯
で
よ
く
噛
め

る
高
齢
者
は
、
元
気
な
方
が
多
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
80
歳
ま
で
20
本
の
歯
を
保
と
う
」を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
歯
の
健
康
に
取
り
組

む「
８
０
２
０
運
動
」が
全
国
的
に
広
が

っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
自
分
の
歯
が

何
本
あ
る
か
ご
存
じ
で
す
か
？

　

歯
を
失
う
一
番
の
原
因
は
歯
周
病
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
歯
周
病
は
歯
垢
の

中
の
歯
周
病
菌
に
よ
っ
て
、
腫
れ
や
出

血
な
ど
の
炎
症
を
起
こ
し
ま
す
。
放
っ

て
お
く
と
、
歯
を
支
え
て
い
る
組
織
を

破
壊
し
、
歯
が
抜
け
落
ち
て
し
ま
い
ま

す
。 歯

を
失
う
原
因
は
？

歯
と
健
康
の
関
係

歯
周
病
が
及
ぼ
す
身
体
へ
の
影
響

　

歯
周
病
に
な
る
と
歯
茎
の
小
さ
な
血

管
が
傷
つ
き
ま
す
。
そ
の
傷
つ
い
た
血

管
か
ら
歯
周
病
菌
が
体
に
運
ば
れ
る
こ

と
で
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
の
発
症
の
リ

ス
ク
が
高
ま
っ
た
り
、糖
尿
病
の
発
症
・

重
症
化
に
影
響
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
歯
周
病
に
な
る
と
糖
尿
病

を
発
症
・
重
症
化
に
も
繋
が
り
、
動
脈

硬
化
に
も
関
係
し
て
い
る
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

歯
科
健
診
に
行
き
ま
し
ょ
う
！

高
齢
に
な
っ
て
も
歯
を
大
切
に

歯
の
健
康
を
守
る
た
め
に

　

南
丹
市
で
は
、
大
切
な
歯
を
１
本

で
も
多
く
守
る
た
め
、
30
～
70
歳
の

間
５
歳
毎
の
節
目
の
方
に
、
歯
周
病

予
防
健
診
、
75
歳
の
方
に
後
期
高
齢

者
歯
科
健
診
を
無
料
で
実
施
し
て
い

ま
す
。
対
象
の
方
に
は
、
６
月
末
に

案
内
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

高
齢
に
な
る
と
飲
み
込
む
力
が
弱

く
な
り
、
食
べ
物
や
飲
み
物
、
唾
液

が
誤
っ
て
気
管
に
入
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
、
口
の
中

に
歯
周
病
菌
が
あ
る
と
、
こ
れ
ら
に

混
じ
っ
て
歯
周
病
菌
も
気
管
に
侵
入

し
て
し
ま
い
ま
す
。
侵
入
し
た
歯
周

病
菌
が
肺
に
感
染
し
、
誤
嚥
性
肺
炎

を
発
症
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
高
ま

り
ま
す
。

　

最
後
に
歯
の
健
康
を
守
る
た
め
に
市

民
の
皆
さ
ん
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
目
標
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

身
体
の
健
康
は
、
お
口
の“
健
口
”か

ら
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
歯
の
健
康
を

心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

 

　
問
い
合
わ
せ
先　
保
健
医
療
課

 　
℡（
０
７
７
１
）６
８
︱
０
０
１
６

▼取り組んでいただきたい目標 （健康増進計画より）
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を
防
止
し
、
あ
や
ま
ち
を
犯
し
た

人
の
立
ち
直
り
を
地
域
社
会
の

中
で
助
け
て
い
く
活
動
で
す
。

　

立
ち
直
ろ
う
と
す
る
意
思
を

地
域
社
会
の
一
人
ひ
と
り
が
受

け
入
れ
、
あ
や
ま
ち
を
繰
り
返
す

こ
と
の
な
い
社
会
を
築
く
。「
地

域
の
チ
カ
ラ
」を
高
め
る
こ
と
は

難
し
い
こ
と
と
思
わ
れ
が
ち
で

す
が
、
家
庭
や
地
域
に
住
む
人
と

の
絆
を
強
く
す
る
こ
と
や
、
地
域

で
の
交
流
を
深
め
る
催
し
に
参

加
す
る
な
ど
、
で
き
る
こ
と
か
ら

始
め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　

犯
罪
や
非
行
の
な
い
社
会
は
、

そ
の
一
歩
か
ら
生
ま
れ
ま
す
。

（
人
権
政
策
課
）

ふ・れ・あ・い

―第43回―

「みんな得意なことがちがうんだね」
～発達障害ってどんなこと～

発
達
障
害
っ
て
ど
ん
な

こ
と
？
と
子
ど
も
に

聞
か
れ
た
ら
ぱ
っ
と
一
言
で
は

答
え
ら
れ
な
い
こ
の
ギ
モ
ン
。

実
は
、
人
間
関
係
を
円
滑
に

し
て
い
く
大
切
な
鍵
に
な
っ
て

い
ま
す
。

殿
田
小
学
校
で
は
、
こ

れ
ま
で
発
達
障
害
に

対
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め

の
授
業
、
保
護
者
向
け
の
講

演
会
な
ど
を
毎
年
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
六
学
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
、
篠
山
養

護
学
校
の
先
生
を
お
招
き
し
て
親
子
人

権
学
習「
発
達
障
害
って
ど
ん
な
こ
と
」を

実
施
し
ま
し
た
。

発
達
障
害
と
いっ
て

も
様
々
な
も
の
が
あ

り
、
障
害
を
乗
り

越
え
、
特
性
を
生

か
し
て
活
躍
し
て
い

る
人
が
世
界
に
は

大
勢
い
ま
す
。
例

え
ば
、
映
画
俳
優

の
ト
ム
・
ク
ル
ー
ズ

や
科
学
者
ア
イ
ン
シ

ュタ
イ
ン
、
黒
柳
徹
子
さ
ん
な
ど
が
い
る
こ

と
を
知
り
、
子
ど
も
達
も
驚
き
ま
し
た
。

親
子
体
験
の
一
コマ
で
す
。
鉛
筆
を

持
つ
方
の
手
に
軍
手
を
二
枚
重
ね

て
は
め
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
手
で
字
を
書

い
た
り
は
さ
み
で
紙
を
切
っ
た
り
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
こ
ん
な
簡
単
な
作
業
く
ら
い
、

と
思
う
の
に
、
う
ま
く
で
き
ず
イ
ラ
イ
ラ

し
ま
せ
ん
か
？
そ
の
時
に「
早
く
し
な
さ
い
」

「
も
っ
と
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
」と
言
わ
れ
た

ら
、
誰
で
も
嫌
に
なって
し
ま
い
ま
す
ね
。

学
習
を
通
し
て
、
子
ど
も
達
は
、

困
っ
て
い
る
友
達
が
い
る
こ
と
を

理
解
し
た
り
、
自
分
の
苦
手
を
受
け
入

れ
た
り
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
保
護
者

の
方
も
、
職
場
な
ど
で
発
達
障
害
の
あ

る
人
と
ど
の
よ
う
に
接
し
て
い
け
ば
よ
い

の
か
解
決
の
一
助
に
す
る
こ
と
が
で
き
た

よ
う
で
す
。
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で
、

大
切
な
事
に
気
付
き
を
得
た
親
子
学
習

の
時
間
で
し
た
。

　

～
学
習
後
の
感
想
～

　
（
保
護
者
）子
育
て
を
し
て
い
て
、「
な

ん
で
こ
の
子
は
」と
思
う
事
が
よ
く
あ
り

ま
し
た
が
、
子
ど
も
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ

個
性
が
あ
る
の
が
納
得
で
き
ま
し
た
。

職
場
の
人
間
関
係
で
生
か
し
た
い
で
す
。

　
（
児
童
）み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
苦
手
な
事

と
得
意
な
事
が
あ
る
の
が
当
た
り
前
な

ん
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
苦
手
だ
か
ら

と
あ
せ
っ
た
り
せ
ず
、
得
意
な
こ
と
を
生

か
し
て
勉
強
し
て
い
き
た
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
自
分
や
人
の
良
い

所
を
見
つ
け
て
、
よ
り
良
い
人

間
関
係
を
築
け
る
よ
う
学
習
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
（
殿
田
小
学
校
人
権
主
任薮や

ぶ

本も
と　

万ま

希き

子こ

）

80

▲親子体験学習の様子

　

７
月
は「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」の
強
調
月
間
で
す
。

　

昭
和
24
年
に
貧
困
に
よ
る
少

年
の
非
行
が
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
た
状
況
に
心
を
痛
め
た
東

京
・
銀
座
商
店
街
の
人
た
ち
が
、

犯
罪
や
非
行
の
予
防
を
広
く
訴

え
る「
銀
座
フ
ェ
ア
ー
」を
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
活
動
を
き

っ
か
け
に
、
昭
和
26
年
か
ら「
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
」と
し
て

全
国
的
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
、
今
年
で
70
回
目
と
な
り
ま

す
。

　

南
丹
市
で
は
、
更
生
保
護
の
取

り
組
み
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
に
市
内
の
保
護
司
・
更

生
保
護
女
性
会
の
方
々
を
は
じ

め
、
各
種
団
体
の
皆
様
に
お
世
話

に
な
り
市
内
各
地
域
で
の
啓
発

活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

更
生
保
護
と
は
、
犯
罪
や
非
行

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
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池
田
書
店

　つ
ぶ
ら
な
目
で
愛
嬌
た
っ
ぷ

り
の
か
な
へ
び
が
、
小
さ
く
て

も
自
然
の
中
で
た
く
ま
し
く
生

き
抜
い
て
い
く
姿
に
心
動
か
さ

れ
る
絵
本
で
す
。

　ポ
イ
ン
ト
は
お
互
い
我
慢
す

る
こ
と
な
く
ほ
ど
よ
い
距
離
感

を
持
っ
て
言
い
た
い
こ
と
が
言

え
る
か
ど
う
か
。
生
き
生
き
と

暮
ら
せ
る
た
め
の
解
決
策
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
か
な
へ
び
』

  
文  
：
竹
中

　践

  
絵  
：
石
森

　愛
彦

発
行 
：
福
音
館
書
店

16広報なんたん6・7月号

本
の
修
理
は
、
図
書
館
職
員
に
お
任
せ
く
だ
さ
い

〜
本
が
破
れ
て
し
ま
っ
た
！
こ
ん
な
時
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？
〜

—第68回—
注意喚起情報

新型コロナウイルスに
便乗した悪質商法にご注意！（2）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
便
乗

し
た
悪
質
商
法
に
ご
注
意
を
！

●
外
出
機
会
が
減
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
通
販
の
利
用
が
増
え「
お
試
し
」広

告
を
見
て
注
文
し
た
ら
定
期
購
入
だ

っ
た
と
い
う
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
が
増
加
し

て
い
ま
す
。

●
商
品
販
売
の
実
態
が
な
い
サ
イ
ト

で
、
巧
み
に
払
い
込
み
だ
け
を
さ
せ
る

悪
質
な
サ
イ
ト
や
シ
ョッ
ピ
ン
グ
サ
イ

ト
を
装
っ
て
不
正
に
個
人
情
報
を
抜

き
取
る
フ
ィッ
シ
ン
グ
サ
イ
ト
も
出
回
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
注
文
を
確
定
す
る
前
に
、
も
う
一

度
、
悪
質
業
者
で
な
い
か
、
返
品
・

解
約
ル
ー
ル
な
ど
よ
く
確
認
し
て
か
ら

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
購
入
な
ど
で
お

困
り
ご
と
、
不
審
に
思
う
こ
と
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
左
記
窓
口
に
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（

商
工
課
）

○
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

℡
１
８
８（
い
や
や
！
）

○
南
丹
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
１
０
０

月
曜
・
火
曜
・
金
曜（
祝
日
は
休
み
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

○
京
丹
波
町
消
費
生
活
相
談
窓
口

℡（
０
７
７
１
）８
２
─
３
８
０
３

水
曜
・
木
曜（
祝
日
は
休
み
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

　

図
書
館
で
借
り
て
い
る
本
を
読

ん
で
い
て
、
う
っ
か
り
破
っ
て
し

ま
っ
た
！
こ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？
で
も
、
大
丈
夫
、
慌
て

な
い
で
く
だ
さ
い
。
ど
う
ぞ
そ
の

ま
ま
図
書
館
へ
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
ご
自
分
で
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ

で
修
理
を
し
て
返
却
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
セ
ロ
ハ
ン
テ

ー
プ
は
時
間
が
経
つ
と
劣
化
す
る

の
で
長
く
保
存
が
必
要
な
図
書
館

に
は
向
き
ま
せ
ん
。
図
書
館
で
は

修
理
専
用
の
テ
ー
プ
や
糊
を
使
い
、

き
れ
い
に
修
理
し
て
い
ま
す
の
で
、

困
っ
た
時
に
は
ど
う
ぞ
、
図
書
館

職
員
に
お
任
せ
く
だ
さ
い
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連
し
た

消
費
生
活
相
談
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

中
に
は
不
安
に
つ
け
込
ん
だ
勧
誘
・
広

告
で
、
代
金
を
だ
ま
し
取
る
手
口
も

あ
り
ま
す
。
少
し
で
も
怪
し
い
と
思
っ

た
ら
、
き
っ
ぱ
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

ひ
と
こ
と
助
言

怪
し
い
と
思
っ
た
ら

き
っ
ぱ
り
と
断
り
ま
し
ょ
う

ネ
ッ
ト
通
販
購
入
す
る
前
に
、
も
う

一
度
確
認
し
ま
し
ょ
う
！

事例１ 電話やＳＭＳ
で「新型コロナウイル
スが水道水に混ざって
いるので除去する」な
ど根拠のない説明を受けた。
事例2 大手製薬会社名で、新型コロナウイ
ルス治療薬に関する書類が届き、後日、電
話で社債を購入するよう代金の支払いを求
められた。
事例３ ネットで消毒用アルコールを注文
し、銀行振込で3,000円支払ったが、商品
が届かない。調べたら偽のサイトだった。

（独）国民生活センター

報道発表資料
より
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▲民話を語る大萱さんの様子

《問い合わせ先》
南丹市社会福祉協議会美山事務所

TEL：（0771）75-0020

　

美
山
町
に
住
む
大お

お

萱が
や

安や
す

雄お

さ
ん
は

平
成
27
年
４
月
か
ら
当
時
の
職
場
の

退
職
を
機
に「
語
り
べ　

安
じ
い
」と

し
て
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　

活
動
は
美
山
町
の
民
話
の
読
み
聞

か
せ
や
、
自
身
の
経
験
や
日
常
の
体

験
か
ら
得
た
豊
富
な
ネ
タ
を
も
と
に

し
た
漫
談
調
で
語
る
お
も
し
ろ
ト
ー

ク
で
会
場
に
笑
い
を
誘
い
ま
す
。

　
「
話
を
聞
い
て
も
ら
う
だ
け
で
な

く
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
な
が
ら

話
を
進
め
ま
す
」と
大
萱
さ
ん
は
話

さ
れ
ま
し
た
。「
信
号
機
の
赤
は
右

か
左
か
？
」や
、
参
加
者
に
目
を
閉

じ
て
も
ら
い「
こ
の
会
場
の
時
計
は

ど
ん
な
形
を
し
て
い
ま
す
か
？
」な

ど
参
加
者
に
問
い
か
け
る
こ
と
で
聞

い
て
い
る
人
を
飽
き
さ
せ
な
い
工
夫

を
凝
ら
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

聞
い
て
い
る
人
に
楽
し
ん
で
も
ら

う
だ
け
で
は
な
く
、
参
加
者
に
日
常

の
中
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
モ
ノ
や
出

来
事
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
よ
う

に
促
す
こ
と
で
、
認
知
症
予
防
に
も

効
果
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
「
自
分
自
身
が
楽
し
む
こ
と
が
、
相

手
を
楽
し
ま
せ
る
コ
ツ
で
す
」と
大

萱
さ
ん
は
話
さ
れ
ま
す
。
そ
の
言
葉

ど
お
り
、
大
萱
さ
ん
の
ト
ー
ク
会
で

は
笑
い
が
絶
え
な
い
そ
う
で
す
。
そ

の
参
加
者
の
笑
い
や「
ま
た
来
て
く

だ
さ
い
」と
い
う
言
葉
が
活
動
し
て

い
て
よ
か
っ
た
と
感
じ
る
瞬
間
で
あ

り
、
こ
れ
か
ら
も
活
動
を
続
け
て
い

く
た
め
の
活
力
に
も
つ
な
が
る
そ
う

で
す
。

　

大
萱
さ
ん
は「
ま
だ
活
動
を
し
た

こ
と
が
な
い
地
域
で
ト
ー
ク
会
を
開

き
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に
出
会
い
た
い
」

と
将
来
の
展
望
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も「
語
り
べ　

安
じ
い
」

の
お
話
で
た
く
さ
ん
の
人
を
笑
顔
に

し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

活動の様子

ホワイトボードを使ってお話を進めます

これまでのお話をまとめた本を作られました

依頼をお待ちしております
　「語りべ　安じい」は美山町の民
話や絵本の読み聞かせ、面白トー
クをサロンやミニデイ、福祉施設
などで行っています。
　机とホワイトボードだけあれば
開催できますので、ぜひご依頼く
ださい。
　ご依頼は南丹市社会福祉協議
会美山事務所にご連絡ください。

おもしろトークで笑顔と元気を届けます

〜語りべ　安じい〜
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森・里・街・ひとがきらめくふるさと

　

こ
の
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
で
お
亡
く
な
り

に
な
ら
れ
た
方
々
に
対
し
ま
し

て
、
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り

す
る
と
と
も
に
、
ご
遺
族
の

方
々
に
心
よ
り
お
悔
や
み
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
影
響
を
受

け
ら
れ
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
気
が
抜
け
な
い

日
々
が
続
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

一
日
も
早
く
、
以
前
の
よ
う
な

賑
わ
い
の
あ
る
日
々
が
戻
っ

て
く
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で

す
。

�

（
Ｍ
）

 

編
集
後
記

●総人口：31,276人（−48)
　（男：15,187人

（−30）
・女：16,089人

（−18）
）

●世帯数：14,266世帯（−10)
（令和2年6月1日現在）

（　）内は前月比

　

令
和
2
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
共
に
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
ク
ル
ー
ズ
船
や
大
阪
市
内
ラ
イ
ブ
ハ

ウ
ス
で
の
感
染
の
頃
は
ま
だ
他
人
事
の
感
覚
。
し
か

し
、
3
月
末
に
京
都
市
内
大
学
関
係
者
か
ら
の
感
染
の

広
が
り
は
、
隣
接
市
に
も
波
及
し
、
我
が
市
で
い
つ
感

染
者
が
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
と
な
り
ま
し

た
。
不
安
と
緊
張
の
日
が
続
き
ま
し
た
。

　

幸
い
南
丹
市
内
で
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
予
防
努
力
に

よ
り
5
月
末
日
現
在
感
染
者
は
ゼ
ロ
人
。
し
か
し
一
気

に
外
出
自
粛
は
広
が
り
、
あ
ら
ゆ
る
会
議
や
イ
ベ
ン
ト

が
中
止
や
延
期
。
学
校
も
休
校
。
事
業
所
の
売
り
上
げ

も
激
減
し
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
の
不
安
や
ス
ト
レ
ス
は
大
変
な
状
況
。
家

庭
訪
問
だ
け
で
な
く
、
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
・
テ
レ
ビ

を
活
用
し
て
学
校
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
学
習
の
資
料

を
流
す
な
ど
あ
の
手
こ
の
手
。
先
生
方
と
教
育
委
員

会
、
情
報
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
の
賜
物
で
す
。

　

多
く
の
市
民
や
事
業
所
の
皆
様
か
ら
不
足
す
る
マ
ス

ク
や
消
毒
液
、
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
、
防
護
服
代
用
品

等
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
校
や
保
育
所
、
診
療
所
、

病
院
、
福
祉
施
設
な
ど
へ
配
布
。
こ
れ
か
ら
出
水
期
に

入
り
避
難
時
に
必
要
な
マ
ス
ク
の
確
保
を
進
め
て
い
ま

す
が
、終
息
ま
で
長
い
道
の
り
、本
当
に
助
か
り
ま
す
。

　

4
月
中
旬
、
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
飲
食
店
を

は
じ
め
市
内
の
多
く
の
事
業
者
の
支
援
策
を
市
議
会
各

会
派
の
提
言
も
踏
ま
え
ま
と
め
ま
し
た
。
下
旬
に
は
議

会
の
協
力
も
得
て
補
正
予
算
を
決
定
。
国
の
一
人
10
万

円
の
定
額
給
付
金
を
は
じ
め
市
独
自
支
援
策
を
近
隣
で

は
い
ち
早
く
実
行
に
移
せ
ま
し
た
。
支
援
策
第
2
弾
は

6
月
議
会
審
議
・
可
決
後
実
施
の
予
定
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
遭
遇
し
、
日
本
社
会
は
ど
う
変
わ
る

か
?
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
生
産
品
や
生
産
材
の
海
外

依
存
や
外
国
観
光
客
に
頼
る
観
光
消
費
。
国
内
で
は
東

京
圏
は
じ
め
大
都
市
人
口
密
集
地
域
で
の
感
染
拡
大
。

ど
れ
も
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
は
致
命
的
弱
点
と
な
り
ま
し

た
。
生
産
の
国
内
回
帰
や
都
市
か
ら
農
村
へ
の
移
住
が

起
き
始
め
る
と
予
想
す
る
研
究
者
も
い
ま
す
。
も
し
か

し
て
、
南
丹
市
も
注
目
さ
れ
る
時
が
近
い
か
も
し
れ
な

い
。
こ
の
間
進
ん
だ
テ

レ
ワ
ー
ク
も
追
い
風
と

な
り
そ
う
。

　
　

南
丹
市
長

�
西
村　

良
平

▼「庭に咲いたムラサキツユクサです」


